新古今和歌集について
『新古今和歌集』（しんこきんわかしゅう）は鎌倉時代初期、後鳥羽上皇の勅命によって編まれた勅撰和歌集。古今和歌集以後の8勅撰和歌集、いわゆる「八代集」の最後を飾る。『古今集』を範として七代集を集大成する目的で編まれ、新興文学である連歌・今様に侵蝕されつつあった短歌の世界を典雅な空間に復帰させようとした歌集。古今以来の伝統を引き継ぎ、かつ独自の美世界を現出した。「万葉」「古今」と並んで三大歌風の一である「新古今調」を作り、和歌のみならず後世の連歌・俳諧・謡曲に大きな影響を残した。

歌風について

新古今調といえば、唯美的・情調的・幻想的・絵画的・韻律的・象徴的・技巧的などの特徴が挙げられる。定家の父俊成によって提唱された幽玄、有心の概念を、定家が発展させて「余情

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A6%96%E8%89%B6&action=edit&redlink=1" \o "妖艶 (存在しないページ)" 妖艶の体」を築き上げ、これが撰歌に大きく反映されている。また、鎌倉幕府成立以降、政治の実権を奪われた貴族社会の衰退の中で、滅びや自然への見方に哀調があると指摘される。またこの頃は題詠が盛んに行われていたことにより、より華やかな技巧にあふれている。題詠によって現実的な心情変化の歌ではなく、定められたお題の中でより複雑に工夫された象徴的な歌が主流になって行った。特に上代以来の数々の和歌の歴史が可能にした数多くの本歌取りに特徴がある。また技法として、余韻・余情をかきたてる体言止め、七五調の初句切れ・三句切れなどが使われている。

構成：

巻は20巻で、
· 春歌（上下） 

· 夏歌 

· 秋歌（上下） 

· 冬歌 

· 賀歌 

· 哀傷歌 

· 離別歌 

· 羇旅歌 

· 恋歌（一～五） 

· 雑歌（上中下） 

· 神祇歌 

· 釈教歌 

巻頭の仮名序は藤原良経、巻末の真名序は藤原親経による。歌数は八代集中最多の1979首を収録し、すべて短歌である。配列は巧みで、四季巻は季節の推移順、恋歌は恋の進行程度順に並べられており、古代の歌人と当時の歌人を交互においてある。入集した歌人のうちでは西行の作が94首と最も多く、以下慈円、藤原良経、藤原俊成、式子内親王（女流最多）、藤原定家、家隆、寂蓮、後鳥羽上皇の順である。万葉歌人の作も多少含まれている。

「新古今和歌集」の作品鑑賞：
（１）冒頭部和歌の鑑賞　「春歌上」（１～３）

①　春立つ心をよみ侍りける

み吉野は山も霞みて白雪の　ふりにし里に春は来にけり（藤原良経）

（訳）立春の心を詠みました

吉野は山も霞んで白雪が降った古里の地にも春はやって来たのだなあ。

（注）「藤原良経」摂政太政大臣（1169―1206年　38歳薨）

「春立つ心」立春の心持ち。

本歌「春立つといふばかりにやみ吉野の山も霞みて今朝は見ゆらむ」（拾遺集・春・壬生忠岑）
「み吉野」大和国の歌枕。（注）「古歌に詠みこまれた諸国の名所」（広辞苑第六版）。歌枕「吉野」にこめられた重層的な和歌世界のイメージ。

「山も」助詞「も」は、里だけでなく山もの同類を表す。

「ふりにし」「降り」と「古り」の掛詞。白雪が降った古里の意。

＊視覚的イメージがさわやか。

②　春のはじめの歌

ほのぼのと春こそ空に来にけらし　天の香具山霞たなびく（後鳥羽院）

（訳）初春の歌

ほんのりと春が空にやって来たらしい。天の香具山に霞が棚引いている。

（注）「後鳥羽院」後鳥羽天皇（1180―1239、在位1183～1198　60歳崩）

本歌「久方の天の香具山この夕霞たなびく春立つらしも」（万葉集・巻十　1812　柿本人麻呂歌集）

「天の香具山」大和国の歌枕。

＊「久方の雲居に春の立ちぬれば空にぞ霞む天の香具山」（正治2年　藤原良経）の歌が先行する。

第三句と第四・五句の語順が転倒。余韻、余情を生む。
③　百首歌たてまつりし時、春の歌

山深み春とも知らぬ松の戸に　たえだえかかる雪の玉水（式子内親王）

（訳）百首歌を奉呈したとき、春の歌として

山が深いので春になったともわからずに、松で作った戸にとぎれとぎれに垂れ懸かる玉のような雪解けの水。

（注）「式子内親王」（1149―1201　53歳没）

「百首歌」正治2年（1200）院初度百首歌。

「深み」接尾語「み」は原因理由を表す。山が深いので。

「松の戸」「松」に「待つ」の気持ちを響かす。

本歌「山里は雪の下水氷りつつ春とも知らぬけしきなるかな」（範永集）

本歌「吉野山花は半ばに散りにけりたえだえ残る峰の白雲」（千載集・春下・藤原季通）
＊「定家十体」で「有心様」の例歌とする。

＊イメージの重層世界。

（２）三夕の歌の鑑賞　「秋歌上」（361～363）

④　題しらず

さびしさはその色としもなかりけり　真木立つ山の秋の夕暮れ（寂蓮法師）

（訳）題名不明

寂しさは特にその色が寂しいというわけではなかった。真木の生い立っている秋の夕暮れの景色は。

（注）「寂蓮法師」（1139頃―1202　60余歳没）

引用「恋しさはその色としもなきものをなど身にしみて思ふなるらむ」（永万2年　右京大夫）

「真木」杉や檜の常緑針葉樹。

⑤　題しらず

心なき身にもあはれは知られけり　鴫立つ沢の秋の夕暮れ（西行法師）

（訳）題名不明

ものの情趣を解さない私にもこの情趣は理解できました。鴫が飛び立つ沢辺の秋の夕暮れに。

（注）「西行法師」（1118―1190　俗名義清〔のりきよ〕　23歳出家、73歳没）

引用「心なきわが身なれども津の国の難波の春にたへずもあるかな」（千載集・春下・藤原季通）
引用「わが門（かど）の晩生（おくて）の引板（ひた）に驚きて室の刈田に鴫ぞ立つなる」（千載集・秋下・源兼昌）
⑥　西行法師勧めて百首歌よませ侍りけるに

見わたせば花も紅葉もなかりけり　浦の苫屋の秋の夕暮れ（藤原定家）

（訳）西行法師の勧めで百首歌を詠ませましたときに

見わたしてみると、そこには春の花や秋の紅葉ように美しいものは何もなかった。あるものはただ海辺の苫葺きの粗末な小屋だけの秋の夕暮れだ。

（注）「藤原定家」（1162―1241　80歳没）

引用「はるばると物の滞りなき海面なるに、なかなか春秋の花紅葉の盛りなるよりも、ただそこはかとなう繁れる蔭どもなまめかしきに」（源氏物語・明石）
本歌「松島の海人の苫屋もいかならむ須磨の浦人潮垂るる頃」（源氏物語・須磨）
まとめ
番外（「春歌上」38）

⑦　守覚法親王五十首歌よませ侍りけるに

春の夜の夢の浮橋とだえして峰に別るる横雲の空（藤原定家）

（訳）守覚法親王が「五十首歌」を詠ませましたときに

春の夜の夢が途中で途切れて、目覚めるとちょうど明け方の空に、横雲が峰から別れ、離れていく。

（注）

本歌「風吹けば峰に別るる白雲の絶えてつれなき君が心か」（古今集・恋二・壬生忠岑）
「夢の浮橋」「世の中は夢のわたりの浮橋かうち渡りつつものをこそ思へ」（奥入所引歌・薄雲）
＊妖艶な気分の春の歌。

まとめ

①「本歌取り」和歌史上、言語藝術（韻律・引用）として表現の極致
②「幽玄・余情」言語による想像力の世界（実像・虚像・残像、視覚・聴覚等）
（注）「後鳥羽院　鎌倉前期の天皇。高倉天皇の第4皇子。名は尊成（たかひら）。1198年（建久9）譲位して院政。1221年（承久3）北条義時追討の院宣を下したが失敗して隠岐に配流（承久の乱）され、隠岐院と称される。その地で没し、顕徳院と追号。その後、種々の怪異が生じ、怨霊のたたりとされ、改めて後鳥羽院と追号された。歌道に秀で、新古今和歌集を勅撰、配流の後も業を続けて隠岐本新古今集が成った。（在位1183～1198）（1180～1239）」（広辞苑第六版）

研究課題：「新古今和歌集」の夏歌について考察しなさい。 

